
西暦 2026 年 1 月 14 日 

2010年１月から 2020年 12月までに産業医科大学病院血液内科および 

産業医科大学若松病院緩和ケア・血液腫瘍科で治療をうけた 

血液疾患の患者さんとご家族の方へ 

 

当院では、以下の臨床研究を実施しております。この研究は、通常の診療で得られた情報

の記録に基づき実施する研究です。このような研究は、「人を対象とする生命科学・医学系

研究に関する倫理指針「令和３年３月２３日の制定 令和３年６月３０日施行」により、対

象となる患者さんのお一人おひとりから直接同意を得るのではなく、研究内容の情報を公

開するとともに、参加拒否の機会を保障することとされています。この研究に関するお問い

合わせ、また、ご自身の診療情報が利用されることを了解されない場合は、以下の問い合わ

せ先にご連絡ください。利用の拒否を申し出られても何ら不利益を被ることはありません。 

 

１． 研究課題名  

血液疾患の化学療法・免疫抑制療法中における発熱性好中球減少症およびその他日

和見感染症罹患のリスク因子の検討（後方視的解析）  

 

２．研究期間   西暦 2021年 4月 12日 ～ 西暦 2028年 3月 31日 

 

３．研究機関   産業医科大学病院・産業医科大学若松病院 

 

４．実施責任者  産業医科大学若松病院 緩和ケア・血液腫瘍科 川原 あい 

 

５．研究の目的と意義 

この研究は血液疾患で化学療法・免疫抑制療法を行った患者さんがかかった感染

症について調査し、その発生リスクを上げる因子を探すことを目的としています。こ

の研究により、リスクの高い患者さんについてはより細かな観察や予防策などを講

じることにより、より安全に治療を行うことが可能となります。その結果、治療継続

により予後の延長を得られる方法が判明する可能性があります。 

産業医科大学病院・産業医科大学若松病院は、この研究を通じてより安全・安心な

血液疾患の治療に貢献していきます。 

 

６．研究の方法  

2010 年 1 月から 2020 年 12 月までに当院血液内科で診療した化学療法・免疫抑制

療法を行った患者さんの診療情報（電子カルテ情報）を利用し、治療内容や感染症に

罹った場合は感染症の種類や検査結果、治療、生活歴などといったデータを調査いた

します。血液疾患の化学療法・免疫抑制療法中における発熱性好中球減少症およびそ

の他日和見感染症罹患のリスク因子を検討します。 



７．個人情報の取り扱い 

個人情報は、カルテや資料の整理簿から、住所、氏名、生年月日を削り、代わりに

新しく符号をつけ、研究実施責任者が厳重に管理し、個人情報の漏洩を防止します。

この研究で得られたデータは、原則として、資料（文書、数値データ、画像など）は、

当該論文等の発表後 10年間、試料（実験試料、標本）や装置など「もの」について

は、当該論文等の発表後 5年間保存された後、紙媒体はマスキングした上でシュレッ

ダーにかけ、電子媒体は再生不可能な状態にデータの完全削除を行い全て廃棄しま

す。その際には研究実施責任者の管理の下、匿名化を確認し個人情報が外部に漏れな

いように対処します。また同意を撤回された場合にも、その時点までに得られたデー

タを、同様の措置にて廃棄します。  

 

８．問い合わせ先  

  産業医科大学若松病院 緩和ケア・血液腫瘍科 研究責任者 川原あい 

住所 808-0024 北九州市若松区浜町 1丁目 17番 1号  

電話 093-761-0090 FAX 093-588-3904  

                              

９．その他   

研究への参加に対する直接的な利益はありません。また、費用の負担や謝礼もあり

ません。この研究は一切の利益相反はなく、産業医科大学利益相反委員会の承認を得

ており、公正性を保ちます。この研究で得られたデータはこの研究以外の研究に 2次

利用する可能性があります。その場合には、新たに研究計画書を作成し臨床研究審査

委員会の承認を得た後に実施します。 

 


